自己決定プログラムでサービスプロバイダーを雇う
あなたの手助けをする人には、あなたのニーズを理解し、あなたの地域をよく知り、そしてあなたが一緒にいて快適に感じる人を見つけることが重要です。 あなたがプロバイダーとして将来雇う人と面接し、話す必要があるでしょう。 あなたが目標を達成し、あなたの夢を達成するのを助ける人々を見つけ、面接し、そして選択するのに役立ついくつかのアイデアがあります：
1. 必要とあれば、あなたが信頼する人々の援助を求める。
2. あなたを援助する人々を見つけるには、以下のようにたくさんの方法があります：
· 友達、地域センターのサービスコーディネーター、自助団体や家族支援団体で知っている人、セラピスト、先生など、あなたが信頼できる人に推薦を求める
· オンラインまたは地元の新聞に広告を掲載する。 あなたの名前、住所、電話番号を広告に入れないでください。 Eメールで応募を受け取るのが最善です。
· 履歴書と2〜3の紹介を頼む。
· ヘルパーやスタッフを推薦できる代理店を探す
3. 採用可能性のある、興味のある人を見つけたら、面接を予定します。 最初は電話で候補者とインタビューし、そして次に直接対面して面接をするのが良いでしょう。直接面接の場合、以下を参考にしてください： 
· 自分が安心できる場所と時間でスケジュールする。

· 安全のため、面接はあなたが信頼している人と一緒にいてください。

· 雇う人々について、あなたは何が知りたいのか考えてみましょう。 質問を面接の前に準備してください。 質問の例については、添付のページを参照してください。 これら質問例の一部またはすべてを使用してもよいでしょうし、あなたの特定のニーズについて尋ねる質問をさらに考えてもいいでしょう。 答えが特に問題にならない質問はするべきではありません。

· 答えはメモしてください。

· 面接の後でさらに質問を思いついた場合は、電話して質問してください。
4. 雇いたいプロバイダーの人々を選択したら、その人たちの身元保証人／推薦人に電話をします。（参照のために添付の質問例を見てください）。 推薦人リストに載っていない人々に電話することもあるかもしれません。
5. 雇うプロバイダーを決め、申し出をした後、この人たちに会い、2つの書類に著名をもらいます。
· サービスプロバイダー契約（このパッケージにも含まれています）この契約書には、雇用額と就業期限が記載されています。

· 地域一体性評価フォーム、あなたが自分自身で選択して地域に参加することをプロバイダー理解していることを確認します。
6. パーソナルケアを提供するプロバイダーはしているならば、身元調査を受けなければなりません。 パーソナルケアプロバイダーだけでなく、他の雇うプロバイダーの身元調査を依頼することもできます。 （身元は特に自己決定プログラムのためです。
7. 身元が認証され、地域センターが地域一体性評価フォームに署名したら、そのプロバイダーはあなたのために働き始めることができます。 FMSで要求されている事務処理を完了させる必要があるかもしれないことに注意してください。 その過程についてはFMSに確認してください。
あなたが法律を全て順守し、税金をすべて支払っていることを確認する援助を、FMSに求めることを忘れないでください。

8. 独立した進行役への質問事項例
1. カリフォルニア州の自己決定プログラムについてどれだけ知識があるか?

独立した進行役が、自己決定の原則と、プログラムが従来の地域センターシステムとどのように異なるのかを理解していることを確認してください。 たとえば、SDPの参加者は、誰を採用するかの決定権があり、スタッフや代理店を監督します。 請求書はFMSに行きます。 サービスは地域への参加を提供しなければなりません。 プロバイダーは、ベンダーである必要も、地域センターと契約する必要もありません。
2. あなたは、独立した進行役としてどのような経験がありますか？

3. 独立した進行役になるための研修を受けたことがありますか？
4. 個人中心の計画を進行したことがありますか？
· 何回？ 

· あなたの進行の方法はなんですか？   

· どのように準備しますか？
5. 私の地域をどのくらいよく知っていますか？
· 私の地域の活動で、私が興味を持ちそうなものがあるのを認識していますか？
6. 私の目標を達成するのに役立つサービスを見つけるために、あなたはどうしますか？
7. どのように私の予算を立てる手助けをしてくれますか？
8. 私のIPP（個々の計画）において私になにか推奨できますか？　
· 私のIEP（個人教育プログラム）では?

· 福祉手当の取得、 SSI（追加保障所得） or IHSS（家庭内支援サービス）等
9. 私が雇っているプロバイダーを管理する手助けができますか？
· どのように手助けしてくれますか?  
· 従業員の仕事に私が満足しない場合、どのように手助けしてくれますか？
10. 私のサポートチームの他のメンバーどのように連絡を取り合いますか？
11. __________________のように、私にとってとても重要なことが特定していくつかあります。 あなたは私の特定のニーズや好みを満たすためにあなたのサービスを適応させても構わないと思っていますか？

12. 私の特定のニーズに基づいて価格を交渉しても構わないですか？

13. あなたが、私が必要なものをもう理解していると考えた時、給料をいくら請求しますか？
14. いつから始められますか？
財務管理 (FMS) プロバイダーへの質問例
1. .カリフォルニア州の自己決定プログラムについてどのくらい知っていますか？

2. 財務管理サービスプロバイダーとしてどのような経験がありますか？

3. どのモデルのFMSを提供していますか？

請求書支払者、唯一の雇用主、共同雇用主
4. どうやって私と連絡をとり合いますか？

5. 個人の予算の作成について質問がある場合は、助けていただけますか？
6. あなたが共同雇用者である場合、私のプロバイダーの雇用においてどのような役割を果たしますか？
· あなたが好まない人を私が雇用したいと思った場合？
· 私のプロバイダーの一人を解雇したいと要求することがあると思いますか？その場合の理由は何ですか？
7. 私のプロバイダーからどのようにタイムシートを入手しますか？
8. 支出計画に沿っての支出額以上に私がお金を費やしている場合、どのように教えてくれますか？

9. 私の個人予算の支出状況に関する月次報告書はどのように送付してくれますか？
10. 質問がある場合、私はどうしたら回答が得られますか？
一般的サービスプロバイダーへの質問例
これらは、家庭内や地域社会での援助、またはパーソナルケアを提供しないプロバイダーに対する質問です。 例としては、スピーチセラピスト、体操コーチ、コンピュータ教師、あるいはあなたが友達を作ったり恋愛パートナーを持ったりするのを手伝ってくれる人が挙げられます。 

1. 自己決定プログラムについてあなたが知っていることを教えてください。
自己決定が、従来の地域センターシステムとどのように異なるのかを、一般的サービスプロバイダーが理解していることを確認してください。それは、個人中心の計画に基づいています。 私には、誰を採用するかの決定権があり、スタッフや代理店を監督します。サービスは地域の参加を提供しなければなりません。 請求書はFMSに行きます。 プロバイダーは、仕入先である必要も、地域センターと契約する必要もありません。
2. このサービスプロバイダーとしてどのような経験がありますか？
3. サービス提供に役立つ、どのような認定や研修を受けたことがありますか？
プロバイダーによっては、FMSに認証の証明を提供する必要があることがあります。

4. 個人を中心とした方法のこのサービスを提供した経験はありますか？ 言い換えれば、あなたが私にサービスを提供する方法を私がリードできますか？
5. 私と一緒に働くにあたって、どのように私のことを知るようにしますか？

6. __________________のように、私にとってとても重要なことが特定していくつかあります。 あなたは私の特定のニーズや好みを満たすためにあなたのサービスを適応させても構わないと思っていますか？
7. サービス提供先の人があなたのサービスに満足していないということをどのように判断しますか？
8. あなたのサービスはいどこで利用可能ですか？
9. 週に何時間あなたはサービスを提供できますか？

10. いつから始められますか？
11.  必要な場合、私のサービスとスケジュールの変更をどのようにしますか？
12. 私をサポートしている他の人々と情報を共有するためにチームまたはサークルの会合に参加しても構わないと思いますか？
13. 私のサポートチームの他のメンバーどのように連絡を取り合いますか？
パーソナルケアプロバイダー、パーソナルアシスタント、援助者への質問例
1. 自己決定プログラムについてあなたが知っていることを教えてください。 
自己決定が、従来の地域センターシステムとどのように異なるのかを、パーソナルケアプロバイダー、パーソナルアシスタント、援助者が理解していることを確認してください。それは、個人中心の計画に基づいています。 私には、誰を採用するかの決定権があり、スタッフや代理店を監督します。サービスは地域の参加を提供しなければなりません。 請求書はFMSに行きます。 プロバイダーは、ベンダーである必要も、地域センターと契約する必要もありません。
2. このサービスプロバイダーとしてどのような経験がありますか？
3. サービス提供に役立つ、どのような認定や研修を受けたことがありますか？
プロバイダーによっては、FMSに認証の証明を提供する必要があることがあります。
4. 個人を中心とした方法のこのサービスを提供した経験はありますか？ 言い換えれば、あなたが私にサービスを提供する方法を私がリードできますか？

5. 私と一緒に働くにあたって、どのように私のことを知るようにしますか？
6. __________________のように、私にとってとても重要なことが特定していくつかあります。 あなたは私の特定のニーズや好みを満たすためにあなたのサービスを適応させても構わないと思っていますか？
7. 私をサポートしている他の人々と情報を共有するためにチームまたはサークルの会合に参加しても構わないと思いますか？
8. あなたのサービスは何曜日の何時に利用可能ですか？
9. あなたのサービスは週に何時間利用可能ですか？
10. いつから始められますか？
11.  必要な場合、私のサービスとスケジュールの変更をどのようにしますか？
12. あなたは私にパーソナルケアサービスを提供することになるので、自己負担で身元調査をしてもらう必要があります。 それは構わないですか？
13. 給料は1時間___で、あなたが受け取る手当は_____です。 この金額の給料でよろしいですか？ またはあなたの給料はいくらの必要があると考えますか？
スタッフを提供する代理店への質問例
あなたにサービスとスタッフを提供する会社や代理店を雇うことを考えている場合、以下の質問のいくつかを尋ねたらいいでしょう：
1. 自己決定プログラムについてあなたが知っていることを教えてください。
自己決定が、従来の地域センターシステムとどのように異なるのかを、代理店が理解していることを確認してください。それは、個人中心の計画に基づいています。 私には、誰を採用するかの決定権があり、スタッフや代理店を監督します。サービスは地域の参加を提供しなければなりません。 請求書はFMSに行きます。 プロバイダーは、ベンダーである必要も、地域センターと契約する必要もありません。
2. 個人を中心とした方法のこのサービスを提供した経験はありますか？ 言い換えれば、あなたが私にサービスを提供する方法を私がリードできますか？
3. あなたの代理店はどのような資格を取得していますか？（ライセンス、資格、認証）
4. 私と一緒に働く人をあなたはどのように選択しますか？
5. 私は毎日何をして、誰と過ごすかを選択できますか？

6. あなたの代理店のスタッフはどのような経験がありますか？

7. あなたの代理店は、私と一緒に働く人にどのような研修を与えていますか

8. 私のために働く人々をどのように監視しますか？
9. スタッフは通常どのくらいの期間あなたの代理店で働いていますか？

10. 私が別の人と一緒に仕事をしたいと選択したい場合は、どのように対処しますか？
11. 私のサポートチームの他のメンバーとどのように連絡を取り合いますか？
12. サービスが私にとって確実にうまくいっていることを知るために、どのように私と確認しますか？
13. 私が問題や不満を持った場合はどうしたらいいですか？

推薦人はいますか？

14. 面接中に聞いてはいけない質問
カリフォルニア州および連邦の法律において、面接中に質問することを許可されていない事項があります。 面接を行うときは、必ず法律に従ってください。
1. 相手の年齢を尋ねることはできません。

2. 既婚／未婚、または子供がいるのかを尋ねることはできません。

3. 性別を尋ねることはできません。

4. 性的指向について尋ねることはできません。

5. 人種について尋ねることはできません。

6. 宗教について尋ねることができません。

7. 犯罪歴があるかどうかを尋ねることはできません。

8. 以前の給料の金額を尋ねることはできません。
あなたが雇いたいと考える人の推薦人に対する質問例
推薦人はあなたが雇うサービスプロバイダー候補の過去の経験に関する重要な情報を提供する人々で、リストは候補者から提供されます。 一般的に、推薦人はあなたが雇いたいと思う候補者について以上に前向きな意見を提供します。 候補者についてあなたに完全な視点を持つのに役立つ質問をすることは重要です。  これら質問例の一部またはすべてを使用してもよいですし、あなた自身の質問を考えてもいいでしょう。 いくつかの質問例は、あなたに関連し、または将来のサービスプロバイダーに関連しているかもしれません。 あなたが推薦人に電話することを必ず候補者に伝えてください
1. 私の名前は ________________です。   __________________さんの推薦人としてあなたのお名前をいただきました。
2. 今お時間よろしいでしょうか？
3. この方は、私／私の家族の ______________________ としての仕事に応募してくれまして、いくつかあなたに質問をしたいのですがよろしいでしょうか？
4.  ___________________さんをどのようにお知りなのですか？
5.  _________________さんとどのくらいお知り合いですか？
6.  ____________ さんは、あなたの下でどのようなお仕事をされていたのですか？
7.  __________さんの仕事ぶりはどうだったとお考えですか？
8. ________さんが向上できるとしたら、どの部分 ですか？
9. あなたの下で週何時間就業していましたか？
10. _____________さんがその仕事を辞めた理由はなんですか？
11. ストレスが伴う状況などの時、 _______________さんはどのように対処していましたか？ 

12. ___________は個人中心の計画になる必要がありますか？そして、障害者／家族の指示に従えますか？ _________さんにこのやり方は合っていると思いますか？
13.  _______________さんが同意できないことがあった場合、どのように対処していましたか？ 

14.  _______________さんについて懸念することはありますか？
15.  ________さんを管理するにあたってアドバイスすることがあるとするなら、あなたは私に何をアドバイスしてくれますか？
16.  ___________ さんをまた雇用しようと思いますか？
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